
　組合員の笑顔やありがとうの言葉に喜びを感じる中で、考え、学び、行動できる人財を育てていくために、学び育む教育制度や、傾聴、感謝、褒
める、祝うといった組織風土づくりを積極的に進めています。
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職員による改善
〈アイデア提案制度　～小さな気づきからの改善と仕事品質の向上～〉
　職員の気づきから仕事の品質向上につなげ、組合員満足の向上につなげる提案制度で、年間約3千
件の提案があります。毎月管理職会議で効果のあった提案について投票し、「グッドアイデア月間
MVP」を決定しています。生協内で表彰し、ＭＶＰニュースで共有しています。他の事業所でも好事例を
活用できないか話し合い、一人の職員のアイデアを全体へつなげる取り組みを行っています。

〈仕事品質向上活動　～チームで進めるお役立ち価値・仕事品質の向上～〉
　仕事品質の向上を図り、組合員利用者の満足度向上へつなげることを目的に、事業所やチーム単位
で課題や「あるべき姿」について話し合い、テーマを設定、改善に取り組んでいます。2019年度は133
チームが取り組み、15チームが表彰されました。

〇褒め認め合う組織づくり
　・マイスター制度 ・各種表彰制度 ・アイデア提案制度 ・仕事品質向上活動
〇役員懇談会の実施
〇職員ニーズの把握
　・自己申告書 ・職員満足度調査

経営品質の取り組み、アイデア提案制度、仕事品質向上活動

　入協後にはOJT活動や必須教育、業態別専門教育、階層別教育を基
本に、職員一人ひとりに応じた育成教育を行っています。さらに、職員
の「学びたい」ニーズに応えるために通信教育受講者や資格取得者、
講座受講者に対し助成金支援を行う自己啓発制度も設けています。

学び育む教育制度
　３密を避けるために、集合体の会議を見直し、会場を分割してのオンライン会議を実施しました。理事会や地域理事協議会といった機関会議の
ほか、業革会議、店長会議など、事務局会議もオンライン会議を進めました。移動の時間削減にもつながり、一定の効果を示しました。

インターネットを活用したオンライン会議の促進

　学校休校で自宅にいる子どもたちに栄養バランスの取れた食事を提供することと、親御さんの昼食
の負担を減らすために、「休校支援弁当」の特別配達を行いました。

　事務所内での感染のリスクを減らすために、出勤する職員の数を減らし、在宅での勤務を推進しました。在宅での勤務を進めるために、リモート
ワークが可能なパソコンを設定し、自宅で職場と同じ環境で業務ができるようになりました。また、在宅での勤怠管理の仕組みを導入し、職員が安
心して働ける環境をつくりました。

テレワーク（在宅勤務）の実施
創発と共創を促す組織風土

仕事品質向上活動発表会 金賞

業務改善好事例表彰数
業務改善参画度
アイデア提案件数
職員満足度調査結果（総合満足）
コアパーソン比率
仕事品質向上活動取り組みチーム数

15件

49.3%

3,205件

44.6%

56.9%

133件

19年度

15件

34%

4,699件

39.1%

51.7%

127件

18年度

93.8%

107.5%

89.3%

108.6%

104.4%

95.5%

前年比

宅配:敦賀支所 なっちゃん
　　  「電話応対における業務負荷を軽減し、総務業務の効率を上げよう」
店舗:ハーツわかさ ハーツわかさサービス
　　  「2020年までにマイバック持参率を80％になるように目指す!!」
福祉:岡保きらめき GH②
　　  「ボケッとしてると、あほになってまうわ」
子育て:日之出児童クラブ ハーツきっず日之出児童クラブ
　　  「子ども達の主体性を高める働きかけをし、達成感を感じてもらおう！」
本部:コールセンター コールセンター三木チーム
　　  「様々な情報を見やすく整理し、組合員様に正確な情報を素早くお伝えしよう！」

組合員の満足と地域社会のために、考え・学び・行動
できる職員

私たちがめざす人財像

基本教育

キャリアアップ
サポート

必須教育（新人研修、OJT活動等）

階層別教育

職場体験 経営塾

自主講座「まなぶ座」 キャリア形成促進休暇
（最大2年間）

通信教育・資格取得
講座受講対象者への
助成金支給

ポストチャレンジ

業態別専門教育
宅配事業・店舗事業

福祉事業

　新型コロナウイルス感染症の影響で、在宅勤務やオンライン会議など、これまでの働き方の見直しに迫られるようになりました。新型コロナ対
応では、事務所での対策のほか、地域と連携した取り組みも進めました。
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新型コロナウイルス感染症への対応

　未曽有の感染症災害となった新型コロナウイルスへの対応として、マスクの着用、アルコール消毒の実施、手袋の着用、配
送時の不在置きの対応や、店舗では、レジ待ちでの、足跡設置による社会的距離確保、飛沫感染防止として全レジとサービス
コーナーに対面遮断ビニールの設置、グループホームでのテレビ電話面会など、組合員と職員の安全確保を目的に、様々な
取り組み合いを行いました。また、クライシスマネジメントにもとづき、一部事業の停止や縮小、組合員活動の活動中止など
の判断を行いました。

　新型コロナウイルス感染症の中、現場職員が最前線で、県民の様々な要望や声に出来る限りの対応
を行い、県民の食とくらしを守ってきました。特に現場で日常多くの県民の方と接し、対応を行っている
職員の奮闘に応えるために、「コロナ対応激励金」を職員に支給しました。

子どもたちへ「休校支援弁当」配達

　福井県がマスクや体温計、消毒用エタノールなどの医療物資の寄付を求めていたことから、非接触
型体温計を贈呈しました。贈呈した体温計は、学校などで使われます。子どもたちが安心して学校に通
えるように、有意義に使っていただきたいです。

福井県に、非接触型体温計1000本を寄付

コロナ対応激励金
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